








































































から構成され,各々のカードは色(赤 ･緑 ･黄 ･青),


























報 告 者 (名称.年代) 内容 (道具.評価手続き.呈示法等).備考





3 Milner(WCST.1963) ･反応カード128枚･10枚数連続正答でカテゴリー を変換
･6カテゴリー 達成で終了


















































































加戸 陽子 ･松田 真正 ･泉田 敏
Table2 KWCSTの主な評価指標
評 価 指 標 評 価 基 準
達成カテゴリ一致 ･一定枚数の連続正答が達成された分類カテゴリー の数
(categoriesachieVed:CA) ･概念の形成および転換の程度を示す指標






































































































































































加戸 陽子 ･松田 真正 ･尾田 敏
Table3 PDDおよびADHDへの臨床応用例
対象および年齢 WCSTの手法 主 な 結 果 報告者(発表年)
自閉症 n-9 WCST 統計的有意差は認められなかつたが,Nelson型の保 寺井
10-24y (Milner) 続性のエラー数が多い傾向が認められた (1994)
自閉症 n=34 WCST(不明) 言語解読テスト (改訂版)により認知発達段階がStageⅠⅠⅠ-2.ⅠⅤにおいて保続性のエラーがみられ,よ 太田(1999)(内,高機能自閉症 n-17) り認知発達段階の高いStageVではみられなくなったo
Meanage-26.4y 高機能群では達成数が症例間でばらつきがあり,発達段階との関連がなくなった
PDD n=18 WCST 多くの被検者の成績は低かつたが,中には平均もし Lissら
9-21y (Berg) くはそれ以上の成績を示すものもみられた (2000)
高機能自閉症 n=21 WCST 対照群との比較で高機能自閉症群は保続エラーにおいてより多くのエラー を生じたが,カテゴリー 達成数,エラー数では差が認められなかった LissらMeanage=110.3y (Heaton) (2001)
AD/HD n-118 WCST カテゴリー達成数,保統性エラー,非保続性エラー Seidmanら(computer の評価指標において困難が認められた
9-22y VerS10n,Hato) (1997)
AD/HD n=62 WCST カテゴリー達成数,全エラー,保続性エラー,セットの維持困難,非保続性エラーの評価指標において統制群との間に差を認めた Pinedaら7-12y (Heaton) (1998)
AD/HD n=94 WCST(Heaton) サブタイプ間の検討では,全エラー,保統性反応, Houghtonら(1999)
(不注意優勢塑:n-32, カテゴリー 達成数の評価指標が鑑別に有効であり,
混合型:n-62)6-12y 特に混合型において著しく困難が認められた
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